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1● 総合

●啓蒙や研修を通じて勝共･頭翼思想の定着をはかる。
●国際共産主義の脅威からわが国の平和と安全を守る
ため、防衛力強化、スパイ防止法制定など安全保障
体制を確立する。
●保守再生で、新憲法を制定する。
●家庭崩壊をたくらむ文化共産主義の策動を明らかに
し、民法改悪の動き等を阻止する。
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要
衝
の
地
・沖
縄
を
左
翼
か
ら
解
放
し
よ
う

翁
長
雄
志

お
な
が
た
け
し
沖
縄
県
知
事
が
８
月
８
日
午
後
、
膵す

い
が
ん
の
為
、
浦
添
市
の
病
院
で
急
逝
し
た
。
そ
の
結
果
、
11
月
８
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
県
知
事
選
挙
は
前
倒
し
と
な
り
、
９
月
13
日
告
示
、
30
日
投
開
票
と
な
っ
た
。
自
由
民
主
党
、
公
明
党
、
日
本
維
新
の

会
が
推
す
佐
喜
眞

さ
き
ま

淳
あ
つ
し
前
宜
野
湾

ぎ
の
わ
ん

市
長
と
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
が
推
す
玉
城
た
ま
き
デ
ニ
ー
衆
議
院
議
員
（
自
由
党
）
の
闘
い
と
な
る
。
両

陣
営
と
も
に
遅
れ
て
い
る
態
勢
づ
く
り
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

山
口
県
周
防
大

島
町
の
帰
省
先
で

８
月
12
日
か
ら
行

方
不
明
と
な
っ
て

い
た
藤
本
理
稀

よ
し
き
ち

ゃ
ん
（
２
）
が
15
日
朝
、
捜

索
に
加
わ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
尾
畠
春
男
さ
ん
（
77
）

に
よ
り
捜
索
開
始
後
約
20
分

で
発
見
、
無
事
保
護
さ
れ
た

▼
子
供
な
ど
が
神
域
に
触
れ

て
忽こ

つ
然
と
姿
を
消
し
た
り
す

る
こ
と
を
、
古
来
日
本
で
は

「
神
隠
し
に
会
う
」
と
呼
ん
で

き
た
。
２
歳
に
な
っ
た
ば
か

り
の
幼
児
が
飲
ま
ず
食
わ
ず

で
３
晩
を
過
ご
せ
た
の
も
不

思
議
だ
が
、
同
町
で
は
10
年

前
に
も
３
歳
女
児
が
行
方
不

明
と
な
り
21
時
間
後
に
保
護

さ
れ
た
今
回
同
様
の
事
件
が

あ
っ
た
と
い
う
か
ら
驚
き
だ

▼
東
日
本
大
震
災
で
も
こ
の

夏
の
西
日
本
豪
雨
で
も
被
災

地
に
駆
け
つ
け
る
ほ
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
界
隈
で
は
「
師
匠
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
尾

畠
さ
ん
は
「（
警
察
よ
り
）
最

初
に
お
母
さ
ん
に
直
接
引
き

渡
し
て
あ
げ
た
い
」
と
拘こ

だ
わっ

た
。
自
分
で
歩
き
出
し
て
間

も
な
い
子
に
と
っ
て
ど
れ
ほ

ど
母
親
の
存
在
が
大
き
い
の

か
を
熟
知
し
た
言
動
だ
▼
と

こ
ろ
で
８
月
４
日
、
亡
妻
・

朝
丘
雪
路
さ
ん
の
後
を
追
う

よ
う
に
亡
く
な
っ
た
俳
優
の

津
川
雅
彦
さ
ん
夫
妻
に
も
生

後
５
カ
月
の
娘
が
忽
然
と
消

え
た
体
験
が
あ
る
。
１
９
７

４
年
に
起
き
た
身
代
金
目
的

の
誘
拐
事
件
だ
っ
た
。
事
件

解
決
後
、
津
川
さ
ん
は
「
世

界
一
の
父
親
に
な
る
」
と
誓

い
、
娘
と
過
ご
す
時
間
を
宝

物
の
よ
う
に
大
切
に
し
、
自

分
を
変
え
た
犯
人
に
感
謝
す

ら
し
て
い
た
▼
津
川
さ
ん
は

晩
年
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

被
害
者
救
出
運
動
で
政
府
の

啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
に
出
演
す

る
な
ど
、
協
力
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
。
13
歳
の
中
学
生
だ

っ
た
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
を
奪

わ
れ
た
両
親
の
気
持
ち
を
誰

よ
り
も
理
解
で
き
た
ろ
う
。

の
時
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。

「
東
ア
ジ
ア
に
お
き
ま
し
て

は
南
北
首
脳
会
談
、
あ
る
い
は

ま
た
米
朝
首
脳
会
談
の
あ
と

も
、
今
月
上
旬
に
は
米
国
務
長

官
が
訪
朝
を
し
、
24
日
に
は
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
北
朝
鮮
の
ミ

サ
イ
ル
施
設
解
体
を
歓
迎
す
る

コ
メ
ン
ト
を
発
す
る
な
ど
朝
鮮

半
島
の
非
核
化
と
緊
張
緩
和
に

向
け
た
米
朝
の
努
力
は
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

20
年
以
上
も
前
に
決
定
さ
れ
た

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
見
直
す

こ
と
も
な
く
強
引
に
押
し
進
め

よ
う
と
す
る
政
府
の
姿
勢
は
、

到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」

翁
長
氏
の
こ
の
よ
う
な
情
勢

認
識
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
朝
鮮
半
島
は
未
だ
不
安

定
で
あ
り
、
何
よ
り
も
中
国
の

軍
事
的
覇
権
戦
略
の
脅
威
は
高

ま
る
一
方
だ
。「
緊
張

緩
和
の
流
れ
」
に
は
な

っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
逆

で
あ
る
。
こ
の
点
は
後

述
す
る
。

翁
長
氏
は
、
沖
縄
保

守
の
期
待
の
星
だ
っ

た
。
父
親
は
旧
真ま

和
志

わ

し

市
（
現
・
那
覇
市
）
の

市
長
だ
っ
た
翁
長
助
静

じ
ょ
せ
い

氏
の
三
男
と
し
て
１
９

５
０
年
に
誕
生
。
長
じ

て
沖
縄
保
守
政
治
家
と

ら
れ
て
い
る
。

翁
長
氏
は
15
年
10
月
、
仲
井

真
氏
が
行
っ
た
辺
野
古
埋
め
立

て
承
認
（
13
年
12
月
）
を
取
り

消
し
、
法
廷
の
場
で
政
府
と
対

決
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し

16
年
12
月
、
最
高
裁
は
翁
長
氏

の
対
応
（
承
認
取
り
消
し
）
を

違
法
と
し
て
退
け
た
。そ
の
後
、

移
設
工
事
を
国
は
再
開
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

実
体
な
き
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

共
産
党
の
主
導
に
拒
否
反
応

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
は
揺
れ
て

い
る
。
す
で
に「
オ
ー
ル
」の
実

体
は
な
い
に
等
し
い
。
今
年
２

月
、
名
護
市
長
選
で
辺
野
古
移

設
に
反
対
し
て
い
た
現
職
が
落

選
。
そ
の
後
、「
金
秀
グ
ル
ー

プ
」
の
呉
屋
守
将

ご
や
も
り
ま
さ
会
長
が
「
オ

ー
ル
沖
縄
会
議
」
の
共
同
代
表

を
辞
任
し
た
。
革
新
色
が
強
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
た
い
す
る

不
満
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
３
月
の
石
垣
市
長
選

で
も
敗
北
。
そ
の
後
、
県
内
ホ

テ
ル
大
手
の
「
か
り
ゆ
し
グ
ル

ー
プ
」
が
４
月
３
日
、「
オ
ー

ル
沖
縄
」
を
脱
退
し
た
。
背
景

に
は
、
政
党
色
が
強
く
な
り
す

ぎ
た
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
あ

る
と
い
う
。
次
期
県
知
事
選
は

自
主
投
票
の
立
場
で
臨
む
こ
と

を
明
言
し
て
い
る
。

そ
し
て
４
月
の
沖
縄
市
長
選

挙
で
も
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
候
補

は
落
選
し
た
。
今
年
に
入
っ
て

１
月
の
南
城
市
長
選
以
外
、
主

要
な
首
長
選
挙
は
３
連
敗
し
た

の
だ
。

発
足
か
ら
約
４
年
。
共
産
党

は
県
議
選
な
ど
で
議
席
を
伸
ば

し
た
。
一
方
、
保
守
系
議
員
は

共
産
党
に
押
さ
れ
る
形
で
軒
並

み
落
選
し
た
。
肌
が
合
わ
な
い

と
感
じ
た
上
記
の
企
業
や
議
員

が
離
脱
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

米
議
会
の
決
意
結
集

対
中
・
国
防
権
限
法

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
８
月

13
日
、
２
０
１
９
会
計
年
度

（
18
年
10
月
か
ら
19
年
９
月
）

の
国
防
予
算
の
大
枠
や
国
防
方

針
な
ど
を
定
め
た
「
国
防
権
限

法
」
に
署
名
、
成
立
さ
せ
た
。

国
防
権
限
法
は
議
会
が
策
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
、
中
国
へ
の
警
戒
感

の
高
ま
り
を
反
映
し
、
予
算
、

政
策
を
通
じ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
進
め
る
中
国
へ
の
対
抗
策
を

後
押
し
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
国
防
予
算
の
総
額
は
約
７

１
６
０
憶
ド
ル
（
約
79
兆
円
）

で
、
こ
の
９
年
間
で
は
最
大
規

模
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
以
下
の
内
容
が
明
記

さ
れ
た
。
①
中
国
通
信
大
手
の

利
用
禁
止
（
米
政
府
機
関
が
中

国
の
通
信
大
手
「
中
興
通
訊

（
Ｚ
Ｔ
Ｅ
）」
と
「
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）」
の
サ
ー
ビ

ス
や
機
器
を
利
用
す
る
こ
と
を

禁
じ
た
）
②
多
国
間
練
習
か
ら

の
中
国
締
め
出
し
（
米
海
軍
主

催
の
環
太
平
洋
合
同
演
習
・
リ

ム
パ
ッ
ク
へ
の
中
国
の
参
加
を

禁
止
）
③
台
湾
の
防
衛
能
力
向

上
を
支
援
④
対
米
投
資
の
審
査

の
厳
格
化
⑤
将
来
的
な
縮
小
を

模
索
す
る
在
韓
米
軍
（
２
万
８

５
０
０
人
規
模
）に
つ
い
て
は
、

す
く
な
く
と
も
２
万
２
０
０
０

人
規
模
を
維
持
す
る
、
な
ど
で

あ
る
。

中
国
へ
の
強
硬
姿
勢
を
こ
れ

ほ
ど
鮮
明
に
し
た
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
。
当
然
中
国
側
は
強
く

米
国
に
抗
議
し
た
。

米
中
対
立
は
激
化
す
る
。
中

国
の
狙
い
は
南
シ
ナ
海
、
東
シ

ナ
海
を
抑
え
て
台
湾
統
一
を
実

現
す
る
こ
と
。
そ
し
て
南
西
諸

島
を
含
む
第
１
列
島
線
を
越
え

て
西
太
平
洋
の
覇
権
を
確
か
な

も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
焦

点
は
尖
閣
・
沖
縄
だ
。「
ア
ジ

ア
の
緊
張
緩
和
の
流
れ
」
と
い

う
認
識
は
間
違
っ
て
い
る
。

佐
喜
眞
氏
の
勝
利
で

「
惑
星
直
列
」
実
現

佐
喜
眞
淳
前
市
長
は
８
月
14

日
、
記
者
会
見
を
行
っ
て
知
事

選
立
候
補
を
正
式
に
表
明
し

た
。
辺
野
古
移
設
に
つ
い
て
は

「
政
策
発
表
の
段
階
で
お
答
え

し
た
い
」
と
述
べ
た
。
会
見
で

は
、
一
人
当
た
り
県
民
所
得
、

若
者
の
正
規
雇
用
率
、
子
供
の

貧
困
率
、
学
力
な
ど
、
全
国
最

低
レ
ベ
ル
の
沖
縄
県
の
現
状
を

列
挙
し
、「
こ
う
い
っ
た
施
策

は
沖
縄
だ
け
で
は
で
き
な
い
。

国
と
の
関
係
を
改
め
て
構
築
す

る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
」
と
語

っ
て
い
る
。

今
、
政
府
関
係
者
の
間
で
沖

縄
「
惑
星
直
列
」
と
い
う
言
葉

が
出
て
い
る
と
い
う
。
内
閣
、

沖
縄
県
知
事
、
名
護
市
長
、
宜

野
湾
市
長
の
４
者
が
辺
野
古
移

設
の
推
進
ま
た
は
容
認
で
一
致

す
る
こ
と
を
い
う
。
太
陽
系
の

惑
星
が
一
列
に
並
ぶ
現
象
に
な

ぞ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
沖

縄
の
そ
れ
は
、
06
年
、
辺
野
古

移
設
の
現
行
計
画
が
決
ま
っ
て

以
降
22
年
間
、
一
度
も
実
現
し

て
い
な
い
。
今
こ
そ
、
実
現
の

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
力

を
結
集
し
よ
う
。

主な記事

●
神
奈
川
・
Ｆ
Ｗ
Ｐ
研
修
会
／
愛
知

…
…
…
…
２
面

●
靖
国
神
社
で
戦
没
者
追
悼
集
会

…
…
…
…
…
…
３
面

●
主
張
／
共
産
主
義
「
定
点
観
測
」
…
…
…
…
４
面

※過去記事の参照や
定期購読のお申
し込み・お問い合
わせは、↓のＱＲ
コードからアク
セスして下さい
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翁
長
氏
は
今
年
４
月
、
膵
が

ん
切
除
手
術
を
行
っ
た
。
再
発

を
抑
え
る
抗
が
ん
剤
治
療
を
受

け
な
が
ら
６
月
定
例
議
会
や
６

月
23
日
の
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼

式
に
出
席
し
た
。
し
か
し
、
体

力
の
衰
え
は
痛
々
し
い
ば
か
り

だ
っ
た
。

「
緊
張
緩
和
の
流
れ
」
？

ア
ジ
ア
情
勢
認
識
間
違
い

「
慰
霊
の
日
」
の
「
平
和
宣

言
」
で
翁
長
氏
は
、「
民
意
を

顧
み
ず
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
つ
い

て
は
、
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減

に
逆
行
し
て
い
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
ア
ジ
ア
の
緊
張
緩
和
の

流
れ
に
も
逆
行
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

そ
し
て
７
月
27
日
、
翁
長
氏

は
、
移
設
阻
止
の
「
最
後
の
カ

ー
ド
」
と
さ
れ
て
き
た
埋
め
立

て
承
認
撤
回
を
表
明
し
た
。
そ

中
国
の
覇
権
阻
止
の
米「
国
防
権
限
法
」成
立

し
て
活
躍
し
た
。
75
年
那
覇
市

議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
さ
ら

に
92
年
に
県
議
会
議
員
選
挙
に

挑
戦
し
て
当
選
。
97
年
に
は
県

議
会
議
場
に
国
旗
日
の
丸
掲
揚

を
提
案
し
実
現
さ
せ
た
。
翁
長

氏
は
、
県
議
会
議
員
時
代
一
貫

し
て
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の

名
護
市
辺
野
古
地
区
へ
の
移
設

を
推
進
す
る
立
場
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

２
０
０
０
年
、
那
覇
市
長
選

に
挑
戦
し
当
選
し
、
市
長
に
な

っ
て
ま
ず
や
っ
た
こ
と
は
那
覇

市
庁
舎
に
日
の
丸
を
掲
揚
し
た

こ
と
だ
っ
た
の
だ
。
バ
リ
バ
リ

の
保
守
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
民

主
党
の
鳩
山
内
閣
が
発
足
し
、

県
民
の
県
外
移
設
へ
の
期
待
が

高
ま
る
中
で
、
翁
長
氏
は
辺
野

古
反
対
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
14
年
県
知
事
選
で

現
職
だ
っ
た
仲
井
真

な
か
い
ま

弘
多

ひ
ろ
か
ず
氏

と
闘
い
、
約
10
万
票
以
上
の
差

を
つ
け
て
圧
勝
し
た
の
で
あ

る
。
推
進
母
体
は
「
オ
ー
ル
沖

縄
」。
保
守
・
革
新
を
越
え
、

辺
野
古
移
設
反
対
の
一
点
で
結

集
し
た
政
治
的
統
一
戦
線
・
選

挙
運
動
で
あ
る
。
そ
の
後
、
15

年
12
月
、
統
括
組
織
と
し
て

「
辺
野
古
新
基
地
を
造
ら
せ
な

い
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」
が
つ
く

■
月
刊
世
界
思
想
は
読
者
に
直
接
郵
送
致
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、お
ハ
ガ
キ
に
て

【国際勝共連合】
〒150-0042  
東京都渋谷区宇田川町36-6
ワールド宇田川ビル9Ｆ
TEL.03(3496)7433
郵便振替00140-7-50116
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巻頭グラビア【ジャパン＆ワールド】

中国の脅威に備えよ！
台湾から愛を込め李登輝元総統、日本へ檄
【インタビューⅠ】八木秀次（麗澤大学教授）

東京都LGBT条例の危険性

【国 内】福島 憲治（評論家）

【国 際】神保房雄（評論家）
内 外 情 勢

北朝鮮は「核開発の全容申告」をせよ

オウム死刑執行もテロ対策に課題

特
集

席巻する“LGBT”
「弱者」利用する文化共産主義との対決

「五輪の目玉」にと躍起
足立・過激性教育の実態
孤軍奮闘する古賀都議
徘徊する「家族潰し」妖怪
診断基準変更の欺瞞
背景に文化共産主義

【インタビューⅡ】黒田勝弘（在ソウル・ジャーナリスト）

北朝鮮の非核化を阻害する中国㊤

沖縄県知事選

玉城デニー氏 佐喜眞淳氏
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自
民
党
総
裁
選
は
９
月
７

日
に
告
示
さ
れ
20
日
に
投
開

票
が
行
わ
れ
る
。
石
破
茂
元

幹
事
長
が
出
馬
を
表
明
し
、

安
倍
晋
三
首
相
は
３
選
を
目

指
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、

安
倍
首
相
と
石
破
氏
の
一
騎

打
ち
に
な
る
公
算
が
高
い
。

来
年
は
平
成
か
ら
新
た
な

御
代

み

よ

へ
と
移
る
。
再
来
年
に

は
東
京
五
輪
を
控
え
て
い
る
。

奇
し
く
も
今
年
は
明
治
１
５

０
年
の
節
目
の
年
で
、
国
際

社
会
は
「
大
転
換
の
時
代
」

を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

に
今
回
の
総
裁
選
は
一
政
党

の
ト
ッ
プ
選
び
や
小
手
先
の

政
策
論
議
の
次
元
に
留
ま
ら

ず
、
責
任
政
党
か
つ
政
権
与

党
と
し
て
日
本
の
未
来
を
見

据
え
た
確
固
た
る
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

党
員
に
は
党
創
立
の
原
点

を
想
起
し
て
も
ら
い
た
い
。

自
民
党
は
１
９
５
５
年
の
結

党
大
会
に
お
い
て
「
占
領
以

来
の
諸
制
度
の
改
定
と
独
立

自
衛
」
を
目
指
す
党
綱
領
、

「
現
行
憲
法
の
自
主
改
正
」
を

掲
げ
る
党
政
綱
を
採
択
し
、

立
党
宣
言
で
は
「
議
会
政
治

の
大
道
を
歩
み
、
暴
力
と
破

壊
、
革
命
と
独
裁
を
政
治
手

段
と
す
る
す
べ
て
の
勢
力
ま

た
は
思
想
を
排
撃
し
、
個
人

の
自
由
と
人
格
の
尊
厳
を
社

会
秩
序
の
基
本
条
件
と
な
す
」

と
う
た
い
、
国
民
道
義
の
確

立
を
自
民
党
の
主
要
任
務
に

据
え
た
。

国
内
外
の
環
境
は

一
段
と
危
機
的
に

立
党
の
原
点
は
自
主
憲
法

を
制
定
し
て
日
本
ら
し
い
国

柄
を
取
り
戻
し
、
独
立
国
家

に
相
応
し
い
国
家
体
制
を
構

築
し
、
国
民
道
義
を
確
立
し

て
、
内
外
に
誇
れ
る
国
を
創

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

こ
れ
が
自
民
党
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
使
命
）
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
党
創
設
か
ら
60
有
余
年

を
経
て
、
こ
の
使
命
が
果
た

さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
こ

の
課
題
は
残
さ
れ
て
い
る
ば

か
り
か
、
む
し
ろ
国
家
的
危

機
が
高
ま
っ
て
い
る
と
捉
え

る
べ
き
で
あ
る
。

国
際
安
保
環
境
は
一
段
と

厳
し
さ
を
増
し
、「
戦
後
体
制
」

か
ら
の
大
転
換
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
先
に
公
表

さ
れ
た
米
国
防
省
の
年
次
報

告
は
、
中
国
が
海
兵
隊
を
２

０
２
０
年
ま
で
に
３
万
人
に

増
強
す
る
と
指
摘
し
、「（
爆

撃
機
が
）
米
国
や
日
本
な
ど

の
同
盟
国
を
標
的
に
想
定
し

た
訓
練
を
行
っ
て
い
る
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
北

朝
鮮
の
非
核
化
は
不
透
明
で
、

ロ
シ
ア
も
極
東
軍
の
増
強
に

余
念
が
な
い
。

そ
の
一
方
で
米
国
の
衰
退

が
露
わ
に
な
っ
て
お
り
、
戦

後
体
制
の
柱
と
さ
れ
る
日
米

同
盟
で
平
和
と
安
全
が
守
れ

る
の
か
、
根
本
的
問
題
が
突

き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

国
内
に
目
を
転
ず
れ
ば
、

非
婚
・
超
少
子
に
伴
っ
て
人

口
減
社
会
が
加
速
し
、
医

療
・
介
護
破
綻
や
過
疎
化
に

よ
る
国
土
崩
壊
、
異
常
気
象

に
よ
る
大
規
模
災
害
、
さ
ら

に
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

や
首
都
直
下
地
震
な
ど
の
大

震
災
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
さ
に
国
難
が
迫
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
現
行
憲
法
は
９

条
は
言
う
に
及
ば
ず
、
緊
急

事
態
条
項
も
設
け
ず
、
わ
が

国
を
恐
る
べ
き
「
平
和
ボ
ケ
」

体
制
に
陥
ら
せ
て
き
た
。
良

識
あ
る
国
民
な
ら
現
行
憲
法

で
は
日
本
は
立
ち
行
か
な
い

と
認
識
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
国
家
の
設
計
図
を
作
り

直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

米
国
が
衰
退
し
、
一
国
主

義
に
陥
っ
て
「
世
界
の
警
察

官
」
の
役
割
を
縮
小
・
放
棄

す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
つ
つ

あ
り
、
し
た
が
っ
て
わ
が
国

の
独
立
と
平
和
を
守
る
た
め

に
自
衛
隊
の
役
割
が
お
の
ず

か
ら
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
大
規
模
災
害
へ
の
救

援
復
興
活
動
に
自
衛
隊
員
が

汗
を
流
す
こ
と
が
増
え
た
。

防
衛
予
算
は
５
兆
円
を
超
え

て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
安
倍
首
相
が
指
摘
す
る

よ
う
に
自
衛
隊
を
合
憲
と
言

い
切
る
憲
法
学
者
が
２
割
し

か
お
ら
ず
、
違
憲
論
が
未
だ

徘
徊

は
い
か
い

し
て
い
る
。
こ
れ
は
自

衛
隊
員
の
み
な
ら
ず
、
国
民

に
と
っ
て
も
看
過
で
き
な
い

事
態
で
あ
る
。

そ
れ
で
安
倍
首
相
は
昨
年

５
月
、
９
条
の
現
行
条
項
を

残
し
た
ま
ま
、
新
た
に
自
衛

隊
を
９
条
に
明
記
す
る
「
加

憲
」
案
を
提
唱
し
た
。
こ
れ

を
自
民
党
は
昨
秋
の
総
選
挙

で
公
約
に
掲
げ
、
国
民
の
信

を
得
て
、
再
び
政
権
の
座
に

就
い
た
。

安
倍
首
相
は
同
改
正
案
の

国
会
提
出
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。
自
民
党
は
改
憲
発
議

に
必
要
な
国
会
の3

分
の
２
を

単
独
で
得
て
お
ら
ず
、
他
党

と
り
わ
け
公
明
党
の
賛
成
を

必
要
と
し
て
い
る
。「
政
治
は

結
果
が
す
べ
て
」（
安
倍
首
相
）

と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
自

衛
隊
加
憲
案
が
現
実
的
で
あ

る
。
た
だ
し
、
同
案
に
公
明

党
は
依
然
と
し
て
慎
重
な
姿

勢
を
示
し
て
お
り
、
公
明
頼

み
は
危
う
さ
が
あ
る
の
も
事

実
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
石
破
氏
は

改
憲
に
つ
い
て
参
院
選
挙
区

の
合
区
解
消
と
緊
急
事
態
条

項
の
創
設
を
優

先
事
項
に
挙

げ
、
９
条
改
正

に
は
「
国
民
の

深
い
理
解
が
必
要
」
と
し
て

慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

党
内
に
も
異
論
は
あ
る
。
２

０
１
２
年
の
改
憲
草
案
で
は

９
条
１
項
の
「
国
権
の
発
動

と
し
て
の
戦
争
の
放
棄
」
は

残
し
、
２
項
を
改
め
「
国
防

軍
の
創
設
」
を
う
た
っ
て
い

た
か
ら
だ
。
確
か
に
草
案
は

国
際
法
に
準
拠
す
る
常
識
的

な
内
容
で
あ
る
。

総
裁
選
で
改
憲
の

必
要
を
啓
蒙
せ
よ

し
か
し
な
が
ら
現
下
の
内

外
情
勢
と
政
治
力
学
を
考
慮

す
れ
ば
、
ま
ず
自
衛
隊
加
憲

で
違
憲
論
を
排
除
し
、
し
か

る
べ
き
後
に
抜
本
改
正
を
図

る
と
い
う
の
が
現
実
的
で
あ

る
。
そ
う
考
え
る
安
倍
首
相

の
方
針
は
是
と
さ
れ
よ
う
。

石
破
氏
が
主
張
す
る
よ
う

に「
慎
重
な
論
議
」を
続
け
て

い
れ
ば
、い
つ
ま
で
経
っ
て
も

改
憲
の
一
穴
す
ら
開
け
ら
れ

ず
、戦
後
体
制
に
甘
ん
じ
続
け

ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
石
破

氏
が
国
民
の
深
い
理
解
が
必

要
と
言
う
な
ら
、
総
裁
選
こ

そ
絶
好
の
機
会
で
は
な
い
か
。

自
民
党
は
総
裁
選
を
通
じ

て
９
条
改
正
へ
の
機
運
を
高

か
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

改
憲
の
必
要
性
を
国
民
に
周

知
徹
底
す
る
こ
と
も
総
裁
選

の
役
割
で
あ
り
、
自
民
党
の

使
命
で
あ
る
。

米
中
貿
易
戦
争
の
実
態
は
、

米
国
の
ワ
ン
サ
イ
ド
ゲ
ー
ム
と

言
っ
て
よ
い
。
中
国
に
勝
ち
目

は
見
当
た
ら
な
い
。

今
の
と
こ
ろ
中
国
側
は
、
強
気

な
態
度
を
変
え
て
い
な
い
。
官

製
メ
デ
ィ
ア
は
、「
我
々
は
い

か
な
る
戦
争
も
お
そ
れ
て
い
な

い
」
と
強
弁
す
る
。
し
か
し

様
々
な
経
済
上
の
数
値
を
見
れ

ば
、
中
国
経
済
が
「
風
前
の
灯
」

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

最
も
敏
感
に
反
応
し
て
い
る

の
は
金
融
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
。
中

国
経
済
は
対
米
輸
出
に
依
存
し

て
お
り
、
多
く
の
投
資
家
が
米

国
と
の
全
面
対
決
は
「
無
謀
な

戦
い
」
で
あ
る
と
み
て
い
る
と

い
う
。

株
式
市
場
で
は
３
３
０
０
ポ

イ
ン
ト
前
後
だ
っ
た
上
海
総
合

指
数
が
３
月
末
か
ら
下
落
。
８

月
中
旬
に
は
２
６
０
０
ポ
イ
ン

ト
と
約
20
％
も
下
げ
た
。
人
民

元
の
為
替
相
場
も
対
ド
ル
で

10
％
近
く
急
落
し
た
。
中
国
は

近
年
、
経
済
成
長
率
が
前
年
比

６
〜
７
％
で
推
移
し
て
い
る
。

為
替
相
場
が
下
落
す
れ
ば
輸
入

コ
ス
ト
が
大
幅
ア
ッ
プ
し
、
成

長
率
を
押
し
下
げ
る
要
因
に
な

る
。広

東
省
や
上
海
周
辺
で
は
、

米
国
か
ら
の
発
注
激
減
に
と
も

な
っ
て
、
生
産
停
止
に
追
い
込

ま
れ
る
工
場
が

続
出
し
て
い
る

と
い
う
。
中
国

は
報
復
措
置
と

し
て
、
米
国
産
大
豆
に
高
い
関

税
を
課
し
た
が
、
中
国
国
内
の

家
畜
飼
料
は
米
国
産
大
豆
に
依

存
し
て
い
る
。
飼
料
の
コ
ス
ト

が
激
増
し
、
多
数
の
畜
産
業
が

悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。
そ
の
悲

鳴
は
豚
肉
の
価
格
上
昇
と
な
っ

て
現
れ
る
。
７
月
以
降
、
北
京

な
ど
都
市
部
で
豚
肉
の
価
格
が

高
騰
し
、
市
民
生
活
に
も
大
き

な
影
響
が
出
始
め
て
い
る
。

一
方
で
米
国
の
ダ
メ
ー
ジ
は

ど
う
か
。
中
国
が
追
加
関
税
を

課
す
米
国
製
品
は
農
業
分
野
に

集
中
し
て
い
る
。
ア
ッ
プ
ル
社

のiphone

な
ど
、
中
国
で
組

み
立
て
・
製
造
す
る
消
費
財

は
、
米
国
の
関
税
措
置
か
ら
注

意
深
く
除
か
れ
て
い
る
。
だ
か

ら
米
国
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

の
は
主
に
農
業
分
野
だ
。
そ
し

て
米
国
の
農
家
は
保
守
系
の
地

盤
に
多
く
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に

と
っ
て
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
と

の
見
方
も
あ
っ
た
。

し
か
し
米
国
は
中
国
と
違
っ

て
世
界
随
一
の
先
進
国
だ
。
農

業
分
野
の
停
滞
が
米
国
経
済
に

与
え
る
影
響
は
極
め
て
限
定
的

だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場

の
ダ
ウ
工
業
株
30
種
平
均
は
こ

の
間
、
む
し
ろ
５
％
前
後
上
昇

し
て
い
る
。
中
国
の
報
復
関
税

は
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
と
っ
て
、

蚊
に
刺
さ
れ
た
程
度
の
も
の
に

過
ぎ
な
い
の
だ
。

中
国
国
内
で
も
厳
し
い
論
説

が
公
然
と
発
表
さ
れ
始
め
て
い

る
。「
い
ま
の
状
態
が
今
後
２

カ
月
以
上
も
続
く
と
、
中
国
の

経
済
は
壊
滅
状
態
に
突
入
す

る
」（
産
経
新
聞
、
８
月
20
日
）

な
ど
だ
。
習
近
平
政
権
は
こ
の

状
況
を
ど
う
打
開
す
る
つ
も
り

な
の
か
。

赤
い
資
本
主
義
の
限
界

中
国
は
２
０
１
０
年
、
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
日
本
を

抜
い
た
。
現
在
は
米
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
約
60
％
分
に
ま
で
迫
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
人
口
は
14
億
人
。

単
純
に
計
算
し
て
日
本
の
14

倍
、
米
国
の
約
４
倍
だ
。
こ
の

数
字
を
見
て
、
多
く
の
人
々
が

中
国
の
脅
威
を
真
剣
に
考
え
始

め
た
。
放
っ
て
お
け
ば
、
米
国

を
抜
く
実
力
を
つ
け
る
の
は
間

違
い
な
い
。

し
か
し
中
国
経
済
は
、
共
産

党
一
党
独
裁
政
権
に
操
作
さ
れ

た
「
赤
い
資
本
主
義
」
で
あ
る
。

そ
の
本
質
は
、
な
り
ふ
り
構
わ

ず
党
、
あ
る
い
は
党
幹
部
の
利

益
を
最
優
先
さ
せ
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
国
際
ル
ー
ル
を
破
る
こ

と
も
厭
わ
な
い
。
技
術
開
発
に

は
力
を
注
が
ず
、
国
家
権
力
を

背
景
に
自
由
市
場
経
済
で
強
力

な
競
争
力
を
発
揮
す
る
。
需
要

が
不
足
す
れ
ば
、
国
家
が
力
づ

く
で
海
外
に
新
規
事
業
を
開
拓

す
る
。
あ
る
い
は
14
億
の
巨
大

市
場
を
見
せ
つ
け
て
外
資
を
呼

び
込
む
。
為
替
を
都
合
の
い
い

よ
う
に
操
作
す
る
。
そ
ん
な
こ

と
を
平
然
と
行
っ
て
き
た
の
が

中
国
で
あ
る
。

こ
れ
を
実
業
家
出
身
の
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
が
見
逃
す
は
ず

が
な
い
。
単
純
に
考
え
て
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
米
企
業
を
犠

牲
に
し
て
、
中
国
の
横
暴
を
許

す
は
ず
が
無
い
。
だ
か
ら
貿
易

戦
争
は
今
後
も
続
く
だ
ろ
う
。

で
は
中
国
が
路
線
を
変
更

し
、
内
需
拡
大
に
向
か
え
ば
ど

う
か
。
今
の
と
こ
ろ
、
中
国
の

貿
易
依
存
度
は
30
％
程
度
だ
。

さ
ら
に
輸
出
の
50
％
は
外
資
企

業
に
よ
る
も
の
だ
。
外
資
企
業

は
リ
ス
ク
が
高
ま
れ
ば
去
っ
て

い
く
。
こ
の
ま
ま
ト
ラ
ン
プ
氏

の
強
硬
措
置
が
続
け
ば
、
大
量

の
外
資
企
業
が
中
国
を
見
限
っ

て
中
国
か
ら
撤
退
す

る
だ
ろ
う
。
そ
の
結

果
、
失
業
者
は
数
百

万
人
規
模
で
増
え
る

は
ず
だ
。
こ
れ
で
は
内
需
拡
大

な
ど
ま
ま
な
ら
な
い
。
ど
れ
だ

け
人
口
が
大
き
く
と
も
、
消
費

す
る
カ
ネ
が
な
け
れ
ば
経
済
発

展
の
要
因
と
は
な
ら
な
い
。

「
中
華
民
族
の
偉
大
な
る
復

興
」
は
実
現
す
る
の
か
。
そ
の

行
方
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
本
気

度
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ

う
。

自
民
党
は
挙
党
で
改
憲
に
立
ち
向
か
え

体
制
共
産
主
義

中
国
に
勝
ち
目
は
な
い

米
中
貿
易
戦
争

文
化
共
産
主
義

８
月
20
〜
21
日
、
埼
玉
県
鴻

巣
市
の
「
エ
ル
ミ
こ
う
の
す
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」
で
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
っ
た
自
衛
隊
の

イ
ベ
ン
ト
が
、
日
本
共
産
党
鴻

巣
市
委
員
会
な
ど
の
要
請
で
中

止
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
産

経
新
聞
な
ど
が
報
じ
た
。

中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は

「
夏
休
み
特
別
企
画
！
自
衛
隊

と
警
察
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
」（
ポ
ス
タ
ー
＝
写

真
）
で
、
缶
バ
ッ
チ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
自
衛
隊
と
埼
玉
県
警
の

合
同
採
用
説
明
会
や
軽
装
甲
機

動
車
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
る

予
定
だ
っ
た
。

さ
ら
に
こ
の
「
フ
ェ
ス
タ
」

で
は
自
衛
隊
の
子
供
用
迷
彩
服

の
試
着
体
験
・
写
真
撮
影
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、「
市
民
に
不
安
を
与
え
る
」

と
し
て
同
委
員
会
が
15
日
に
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
館
長
に

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
を
要
求
。
こ

の
ほ
か
に
モ
ー
ル
に
中
止
を
求

め
た
の
は
日
本
共
産
党
鴻
巣
市

議
団
、「
新
日
本
婦
人
の
会
」

鴻
巣
支
部
、「
平
和
遺
族
会
」

鴻
巣
支
部
な
ど
だ
。
施
設
側
が

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
に

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
を
申
し
入

れ
、
同
本
部
が
受
け
入
れ
た
も

の
だ
と
い
う
。

20
日
付
電
子
版
「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
」
で
は
、「
イ
ベ
ン
ト
が

市
民
の
目
に
つ
く
商
業
施
設
等

で
行
わ
れ
る
こ
と
」
や
「
迷
彩

服
や
装
甲
車
が
戦
争
を
想
起
さ

せ
る
」
と
ク
レ
ー
ム
を
紹
介
。

「
参
加
し
た
親
子
ら
は
、
不
安

の
思
い
を
同
館
長
に
訴
え
、
自

衛
隊
に
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
す
る
よ
う

申
し
入
れ
」
た
と

い
う
。

こ
の
中
止
要
請

の
た
め
に
親
子
で

出
向
い
て
「
不
安

に
な
る
」
と
迫
る

の
は
、「
自
衛
隊
＝

戦
争
」
の
イ
メ
ー

ジ
を
す
り
込
も
う

と
す
る
共
産
党
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
常

套
手
段
だ
。「
商
業

施
設
云
々
」
の
中

止
要
請
の
理
由
も
、

例
え
ば
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
な
ら
、

迷
彩
柄
の
服
な
ど

ど
こ
に
で
も
売
っ

て
い
る
。
見
方
に

よ
っ
て
は
、
迷
彩

柄
商
品
を
売
る
店

に
対
す
る
威
力
業

務
妨
害
に
も
当
た

る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
う
だ
と
し
た
ら

彼
ら
が
「
守
れ
」

と
言
っ
て
い
る
日

本
国
憲
法
の
「
表

現
の
自
由
」
の
侵

害
で
は
な
い
か
。

そ
も
そ
も
西
日
本
豪
雨
の
救

助
活
動
に
挺
身
し
た
自
衛
隊
員

に
対
し
て
も
悪
罵
を
浴
び
せ
横

断
幕
で
威
嚇
す
る
共
産
党
員
ら

は
所
々
で
見
ら
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
そ
の
異
様
さ
が
暴
露
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
現
代
の

職
業
差
別
と
言
っ
て
い
い
。
国

家
や
国
民
の
た
め
に
身
の
危
険

を
顧
み
ず
任
務
を
遂
行
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
に
は
尊
敬
こ
そ
す

れ
、
ま
さ
に
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
」
行
動
で
「
報
い
」
よ
う
と

す
る
な
ど
、
言
語
道
断
で
は
な

い
か
。
そ
も
そ
も
こ
う
し
た

「
ヘ
イ
ト
」
と
い
う
名
の
「
職

業
差
別
」
は
自
衛
官
だ
け
で
は

な
い
。
初
代
内
閣
安
全
保
障
室

長
の
佐
々
淳
行
氏
は
全
国
で
警

察
官
の
子
弟
が
日
教
組
の
教
師

か
ら
露
骨
な
嫌
が
ら
せ
を
受
け

て
き
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

共
産
党
員
に
は
「
平
和
安
全

法
制
＝
戦
争
法
」
と
い
う
ば
か

り
か
、「
自
衛
隊
は
人
殺
し
の

訓
練
」
な
ど
と
い
っ
た
刷
り
込

み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
災
害
救

助
や
国
民
を
守
っ
て
く
れ
る
ヒ

ー
ロ
ー
と
い
う
側
面
を
完
全
に

拒
絶
し
て
い
る
。

共
産
党
の
竹
田
悦
子
市
議
団

長
は
「
市
民
が
声
を
上
げ
た
こ

と
が
力
と
な
り
、
大
き
な
成
果

に
な
り
ま
し
た
。
自
衛
隊
は
ほ

か
に
も
、
市
内
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
声
を
か
け

て
い
ま
す
」
な
ど
と
「
市
民
の

力
」
に
よ
る
「
戦
果
」
を
強
調

す
る
が
、「
市
民
」
で
は
な
く

反
社
会
的
「
プ
ロ
市
民
」
だ
ろ

う
。
一
般
の
鴻
巣
市
民
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
る
。

も
し
究
極
の
選
択
と
し
て
、

同
じ
状
況
で
１
人
し
か
助
け
ら

れ
な
い
場
合
、
自
衛
隊
嫌
い
の

共
産
党
員
と
自
衛
隊
に
感
謝
す

る
人
が
救
助
を
求
め
て
い
た
場

合
、
人
情
と
し
て
感
謝
す
る
人

間
を
助
け
る
だ
ろ
う
。「
自
衛

隊
＝
戦
争
」
と
妄
想
を
膨
ら
ま

せ
る
前
に
、
そ
う
し
た
「
究
極

の
選
択
」
が
自
分
の
身
に
起
こ

る
こ
と
も
共
産
党
員
は
想
定
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

職業差別し表現の自由侵害する共産党
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